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　沖縄県立埋蔵文化財センターでは、平成 22 年度より平成 26 年度にかけて、近代、主に
沖縄戦において残された戦争遺跡について、文化財指定などの保存を検討するために測量
等の記録調査を行ってきました。
　平成 26 年度は、これまでの調査成果をまとめた調査報告書の作成を行い、『沖縄県の戦
争遺跡‐平成 22 ～ 26 年度戦争遺跡詳細確認調査報告書』として年度末に刊行いたしま
した。ここでは、その内容の幾つかを紹介します。

沖縄県内の戦争遺跡の現状

　平成 10 ～ 17 年度にかけて実施した「戦争遺跡詳細分布調査」では、県内において 979 ヶ所の戦争遺跡
の所在を確認しました。今回、再度遺跡数を整理確認したところ、報告時点で 1,076 ヶ所（※ 2015 年６月
時点で精査したところ、1,077 ヶ所）あることが判明しました。
　今回の調査報告書では、現時点で沖縄県内の戦争遺跡を考えるうえで重要な145遺跡について測量図・写真・
各種資料などを掲載いたしました。これらの戦争遺跡は、今後、関係者の理解や協力が得られることで、さ
らに詳細な調査が行われ、文化財指定などの保存そして公開活用が図られることが期待されます。ただ、今
回掲載していない戦争遺跡も、今後の調査等によりその内容が判明することで、重要性が指摘されるものも
当然埋もれているものと思われます。
　なお、戦争遺跡の見学や調査は、危険な場所も多く、個人の所有地であるところも多く、各教育委員会や
関係者などに調整・相談を行うようにしてください。

　 の では、 2 が の

た された （ ） 2

のものを、 戦 の戦 跡 として

ました。 では、8 が され、 のう

28 を に しました。これらの 跡を

の７ ン に分 て しました。

（１）海底線関係施設……………………１ヶ所

（２）中城湾海軍需品支庫………………１ヶ所

（３）海軍望楼・海軍特設見張所………５ヶ所

（４）中城湾臨時要塞……………………３ヶ所

（５）船浮臨時要塞………………………23 ヶ所
　
（６）防空監視哨…………………………５ヶ所

（７）戦争に関連する施設・記念碑 ……51 ヶ所
　

確認されている遺跡

かい てい せん

なかぐすくわん

かい ぐん  ぼう ろう

なかぐすくわんりん   じ   よう さい

ふなうき  りん    じ    よう さい

ぼう くう かん    し  しょう
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の 跡（ ）

　 を 上の に な るた の で、 8 （ 2 ） に

に られたものが しています。 ン を とし、 や屋 に ン

を った です。 に の が られ、 戦 に る

の によるものです。

　日本政府は、1895（明治 28）年に日清戦争後の講和により台湾
が日本の領有となったため、鹿児島－台湾間に軍用海底線（ケーブ
ル）を敷設しました。その施設として、通信所と海底線陸揚室が計
画され、完成後は逓信省により移管されるため同省が施工しました。
また、軍用だけでなく、公衆用にも利用されました。

　確認されている遺跡…１ヶ所（１）海底線関係施設

さきえだ　　かいてい あ し

かいていせん

の 跡（ ）

てい しん

　海軍は、日清戦争後の台湾経営において中城湾の重要性を認識し

ており、艦船が燃料等の補給のために臨時的に中城湾に寄港する港

湾施設である海軍需品支庫を 1896（明治 29）年に設置しました。

　確認されている遺跡…１ヶ所（２）中城湾海軍需品支庫
なかぐすくわん

敷の （ ン ）跡（ ）

敷の （ ン ）跡（ ）

　 の で、 ン の です。 5,000 の敷 に

平屋の や 、 、 などがあったとされます。 

さしき　　 だ

　海軍望楼とは、海上の見張りや艦船間の通信や気象観測を任務と
する施設で、元来は 1894（明治 27）年の日清戦争直前に制定され
た海岸望楼が、1900（明治 33）年に改称されたものです。沖縄県では、
1904（明治 37）年に喜屋武と西表に開設されたようです。これらは
建物跡などが確認されていますが、どちらとも 1907（明治 40）年
以降に造られた鉱滓レンガが使用されていることから、第一次大戦
が勃発した 1914（大正３）年に再度設置された海軍望楼のものと考
えられます。なお、後に海軍望楼は海軍特設見張所と改称されており、
久米島町上田森や石垣市平久保崎などに現存しております。

　確認されている遺跡…5 ヶ所
（３）海軍望楼・ 海軍特設見張所

か い ぐ ん  ぼ う ろ う

こ う さ い

　海軍望楼とは、海上の見張りや艦船間の通信や気象観測を任務と
する施設で、元来は 1894（明治 27）年の日清戦争直前に制定され
た海岸望楼が、1900（明治 33）年に改称されたものです。沖縄県では、
1904（明治 37）年に喜屋武と西表に開設されたようです。これらは
建物跡などが確認されていますが、どちらとも 1907（明治 40）年
以降に造られた鉱滓レンガが使用されていることから、第一次大戦
が勃発した 1914（大正３）年に再度設置された海軍望楼のものと考
えられます。なお、後に海軍望楼は海軍特設見張所と改称されており、
久米島町上田森や石垣市平久保崎などに現存しております。

　確認されている遺跡…5 ヶ所
（３）海軍望楼・ 海軍特設見張所

か い ぐ ん  ぼ う ろ う

こ う さ い
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　中城湾臨時要塞は、1922（大正 11）年に西表島船浮湾と同時に
計画されましたが、同年に締結されたワシントン条約の軍縮によっ
て中止されました。しかし、第二次世界大戦の勃発に伴う軍事情勢
の変化により、真珠湾攻撃の半年前の 1941（昭和 16）年７月に、
中城湾と船浮に臨時要塞部隊が編成されました。両方とも、重砲兵
連隊を中心とした沖縄における本格的な常備軍として評価されま
す。
　本要塞は、中城湾の警備を任務として、当初は与那原に要塞司令
部・連隊本部、津堅島に第１中隊、伊計島に第２中隊、平敷屋に第
３中隊、那覇に第４中隊が置かれました。その後、第２中隊は知念
半島、第３中隊は小禄に移動し、第４中隊が廃止されるなど再編さ
れ、1944（昭和 20）年の第 32 軍編成後には、重砲兵第７連隊と改
称し、米軍上陸を迎え激しい攻防戦を繰り広げました。

（４）中城湾臨時要塞 　確認されている遺跡…3ヶ所

屋

な か ぐ す く わ ん り ん じ よ う さ い
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砲台４

砲台 1

砲台 2

杭「陸防二○」

土坑１

平敷屋砲台跡遺構分布図
へしきやほうだいあと

砲
台
２
刻
銘

（
十
六
年
霜
月
）

屋

　船浮臨時要塞は、中城湾臨時要塞と同様、1941（昭和 16）年に
建設され、西表島西部の祖納半島、外離島、内離島、サバ崎の４管
区が設置されました。戦後に大規模な開発がなかったこともあり、
砲台、司令部、兵舎などが良好に残存しており、さらに詳細な調査
が望まれます。

　確認されている遺跡…23 ヶ所（５）船浮臨時要塞
ふ な う き り ん  じ  よ う さ い
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　防空監視哨は、敵機を早期発見する防空監視隊の見張所として、
1943（昭和 18）年には国頭・本部・金武・与那　城・嘉手納・那覇・
糸満・久米島・宮古島・石垣島・西表島の県内 11 ヶ所で設置され
たものです。その管轄は、沖縄県警警防課となっており、消防など
の任務に防空監視も加わったためとされます。監視は、在郷軍人な
どの有力者の下に、地元の生徒や役場職員などがあたり、警察署を
通して連絡業務を行ったようです。

　確認されている遺跡…5ヶ所（６）防空監視哨
ぼうくうかんししょう

空 跡（うるま ）

　屋 の標高 の に し、 を できます。平

が で、平 特 などに しますが、 8 とやや

なものです。

　　　　　　

空 跡

与那城防空監視哨跡　略測図

よ を

の

よなし う うか しし うあと

空 跡 よ を

や な

けいぼう  か

ざいごう

　防空監視哨は、敵機を早期発見する防空監視隊の見張所として、
1943（昭和 18）年には国頭・本部・金武・与那　城・嘉手納・那覇・
糸満・久米島・宮古島・石垣島・西表島の県内 11 ヶ所で設置され
たものです。その管轄は、沖縄県警警防課となっており、消防など
の任務に防空監視も加わったためとされます。監視は、在郷軍人な
どの有力者の下に、地元の生徒や役場職員などがあたり、警察署を
通して連絡業務を行ったようです。

　確認されている遺跡…5ヶ所（６）防空監視哨
ぼうくうかんししょう

空 跡（うるま ）

　屋 の標高 の に し、 を できます。平

が で、平 特 などに しますが、 8 とやや

なものです。

　　　　　　

空 跡

与那城防空監視哨跡　略測図

よ を

の

よなし う うか しし うあと

の

や な

けいぼう  か

ざいごう

　
　直接戦争に関連するものではありませんが、戦意・愛国心を高揚
する場もしくは役割を担ったと考えられる施設・記念碑も戦争遺跡
の一ジャンルとして捉えられます。大きく３つの種類（忠魂碑、奉
安殿、天皇関係記念碑）があります。

　確認されている遺跡…51ヶ所

（７）戦争に関連する施設・記念碑

忠魂碑・・・27 ヶ所
ちゅうこんひ

戦死した兵士を祀った記念碑で、日露戦争後に多く造られた石碑
まつ

じんじょう

　
　直接戦争に関連するものではありませんが、戦意・愛国心を高揚
する場もしくは役割を担ったと考えられる施設・記念碑も戦争遺跡
の一ジャンルとして捉えられます。大きく３つの種類（忠魂碑、奉
安殿、天皇関係記念碑）があります。

　確認されている遺跡…51ヶ所

（７）戦争に関連する施設・記念碑

忠魂碑・・・27 ヶ所
ちゅうこんひ

戦死した兵士を祀った記念碑で、日露戦争後に多く造られた石碑
まつ

じんじょう
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御真影（学校に下賜された天皇・皇后の公式肖像写真、沖縄県が一番最初に下賜され
た）や教育勅語を保管するための施設

奉安殿・・・4 ヶ所
ほ う あ ん で ん

天皇の即位や皇太子の誕生・「御成婚」、「紀元二千六百年祭（昭和 15 年）」の記念碑

天皇関係記念碑・・・20 ヶ所天皇関係記念碑・・・20 ヶ所

（１）飛行場……………12 ヶ所
（２）司令部壕…………単体    9 ヶ所、複合 1ヶ所
（３）陣地………………単体 309 ヶ所、複合 43 ヶ所
（４）特攻艇秘匿壕……単体 20 ヶ所
（５）学徒隊壕…………単体    3 ヶ所
（６）病院壕……………単体 13 ヶ所、複合 3ヶ所
（７）官公庁壕…………単体    9 ヶ所、複合 4ヶ所
（８）御真影奉護壕……単体    4 ヶ所、複合 1ヶ所
（９）住民避難地………単体 407 ヶ所（※2015年6月　
　　　　　　　　　　　　      現在 408 ヶ所）、複合 38 ヶ所
（10）偽陣地…………………単体    1 ヶ所
（11）被災痕跡・破壊痕跡…単体 67 ヶ所
（12）収容所…………………単体    1 ヶ所

　 戦の戦 跡は、 な が なものも

て 8 （ 20 　 8 ）を え、

のう を しました。これらの 跡は、

の 2 ン に分 て しました。な 、 ン

の 跡 のう としたのは、 ン にまた

がっているものです。また、この 2 ン に、

の （ 　戦 に する や など）、

が なもの（ か 　 が な や

など）もあ ます。

 し  れ い ぶ  ご う

じん  ち

とっこうてい  ひ  とくごう

がく  と  たいごう

びょういんごう

かんこうちょうごう

ご  しんえい  ほう  ご  ごう

じゅうみんひ  なん  ち

　

確認されている遺跡

いつわり

 ひ  さいこんせき　　  は  かいこんせき

しゅうようじょ
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　確認されている遺跡…12ヶ所

　第 32 軍は当初、航空作戦を準備するための飛行場建設を主な任務
としており、最終的に 15ヶ所の飛行場が沖縄県内に造られました。
戦後、滑走路や関連施設の大半は消失してしまいましたが、飛行機を
格納する掩体壕、戦闘指揮所などが確認されています。

（１）飛行場

　 は航空 にあ 、 に うものとして ら

れたようです。 は （ ） に られましたが、大 模な 備

が まったのは （ 8） なので、この も のこ に

られたと考えられます。 しているものは 機の後 分を する 分

で、本 は 0 にも 、大型の 機を していたものと されます。

高 の 跡　 　

高 の 跡（ ）
え たい う

　20 （平 2 ） まで されていた 空 の

に するもので、 （ ）に された に

うものとして られたようです。 の は さ であるので、

型の 機が されていたものと われます。

大 の 跡（ ）

戦 跡　（ ）

　野 の の に し、 （ ） に された

に うものと考えられている ン 構築 です。

え たい う

大 の 跡　

戦 跡

　宮古島市陸軍宮古島中飛行場戦闘指揮所跡

所　在　地　宮古島市上野字上野（第 183図　宮古島市④１）

立地・現況　陸軍宮古島中飛行場戦闘指揮所跡は、野原集落の南西側に位置する。周辺はサトウキビや、タバコ

の畑が広がり、当時の中飛行場の様相を知る遺構などは、本遺構のみである。周辺の畑地よりは、やや小高い丘

に位置しているが、周辺は雑木林に覆われている。本遺構にも、樹木の蔓や根が絡み付くような状況が見て取れ、

今後の遺構の保存に影響を及ぼす可能性がある。内部には、コンクリート片が非常に多く散乱し、足場が悪い部

分も多いが、コンクリートの保存状態自体は、それほど悪くはない。

歴 史 状 況　中飛行場戦闘指揮所跡は、1944（昭和 19）年から建設が始まった旧日本陸軍中飛行場の東西滑走

路西端付近の高台に造られた鉄筋コンクリート造りの壕である。この壕が設置された目的は、宮古島での地上戦

が激化することを想定し、非常時には指揮官がその中に入って指揮をとるために造られている。しかし、宮古島

における戦闘はそこまでには至らず、指揮所として機能していない。当時は、建物の上に盛土をして植物を植え、

あわせて周囲の土塁にも植物を植えて、空から見て建物があることが判らないようにカモフラージュしていた。

中飛行場には、旧陸軍 205 飛行場大隊が駐屯し、戦闘が激しくなるまでは同大隊のうち約 20人が指揮所に常

駐していた。戦闘が激しくなると、指揮所には独立機関銃第 18大隊山内小隊が応戦し、やがて終戦をむかえた。

1945（昭和 20）年 4月 22 日に米軍の双発爆撃機により 250 キロ爆弾の直撃を受けたが、上部に小さな穴が

開いた程度で大きな被害がなかったというほど強固な造りであったといえる。

遺構の特徴　戦闘指揮所跡は、鉄筋コンクリート造りで、15ｍ× 15 ｍの方形状の構造をなしている。その外

側には、もう一回り擁壁を巡らしており、南西側の入口部分はコンクリート造りであるが、それ以外の部分が土

塁で構築している。この２つの擁壁の間は、約1.2 ｍほどである。外側部分の入口は、幅が1.3 ｍ前後、高さは 1.6

ｍほどである。天井までの高さは約 3.0 ｍであり、天井部分のコンクリートの厚さが約 1.4 ｍの強固なつくりと

なっている。天井の一部は崩落し、床面にその残骸が散乱している。中央部分には２本の柱が残されている。壁

面部分などは、戦後鉄筋を取り出すためにコンクリートをはがし取った痕が、ほぼ全面に見られる。

ま　と　め　飛行場に付設する戦闘指揮所跡としては、県内で唯一の遺構である。周囲よりも小高い丘に位置し

ているため、中飛行場はもとより西飛行場まで一望できたという。そのような立地からも、沖縄戦時においては

宮古島の防衛戦略上重要な位置を占める戦争遺跡であるといえる。

高 の 跡　 　高 の 跡　 　

高 の 跡　

高 の 跡　

によって石垣島に派遣され、滑走路や防備施設の設営にあたった。1945（昭和 20）年 1月中旬

事の指令が出され、2月末をめどに小型飛行機 50機分の掩体壕建設が急ピッチで進められた。そのため、当掩

体壕を含む飛行場周辺や北方のフルスト原、タナドウ原周辺の高台には土を盛り上げた「コ」の字型の無蓋掩体

壕やコンクリート製の有蓋掩体壕が多数構築された。当掩体壕は有蓋掩体壕として分類できる。

遺構の特徴　掩体壕は滑走路側（南東方向）に開口する。平面で見ると、凸字状で、機体の主翼格納部と尾翼

格納部を有し、壁面・天井は鉄筋コンクリートでそれぞれ 2か所の格納部をアーチ状に覆う構造となっている。

掩体壕の計測値は主翼格納部が幅 15m、奥行き 5.7m、最大高は 3.9m、また尾翼格納部は幅 5.5m、

最大高 2.9mをそれぞれ測る。また、主翼格納部の奥壁や天井の一部は格子状の溝に鉄筋が露出している状況が

見られるが、これは戦後のスクラップ回収の際に、鉄筋を取り出すためにコンクリートを剥がし取った痕といわ

れる。

ま　と　め　大浜の掩体壕は、戦後に鉄筋が剥がし取られるなどして、決して保存状況は良好とはいえないが、

先島諸島に残る唯一の有蓋掩体壕として、石垣市民の文化財めぐりや戦跡学習に活用されている。

　引用・参考文献

瀬名波栄　1970『石垣島防衛戦史』先島戦記刊行会

大田静男　1996『八重山の戦争』南山舎

     写真 128　大浜の掩体壕跡
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　確認されている遺跡…単体 9ヶ所、複合 1ヶ所（２）司令部壕
　沖縄県に配備された第32軍、海軍沖縄方面根拠地隊、各師団・旅団は、
通信・連絡・指揮機能をもつ中枢としての司令部をそれぞれ有してい
ます。これらの司令部は、当初陸上に行政施設や学校などの建物を利
用していましたが、戦況悪化に伴い、人工壕や自然洞穴に移転するこ
とになりました。また、司令部壕も戦況に合わせ、数度移転したもの
もあります。

　確認されている遺跡…単体 9ヶ所、複合 1ヶ所（２）司令部壕
　沖縄県に配備された第32軍、海軍沖縄方面根拠地隊、各師団・旅団は、
通信・連絡・指揮機能をもつ中枢としての司令部をそれぞれ有してい
ます。これらの司令部は、当初陸上に行政施設や学校などの建物を利
用していましたが、戦況悪化に伴い、人工壕や自然洞穴に移転するこ
とになりました。また、司令部壕も戦況に合わせ、数度移転したもの
もあります。
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　確認されている遺跡…単体 309 ヶ所、複合 43ヶ所（３）陣地
とう ま

　

　沖縄戦では、上陸戦を意識して多様な陣地が造られました。各陣地は
複合的な機能・性格を有していますが、今回は特徴的な部分に注目し、
次の６つに分類しました。

　大砲などの を するた の台 を とした で、 な

どの をも ものもあ ます。

　 辺 に き た の を した砲台跡で、 を いています。

の に さ１ の ン を 、 に大砲が えられる砲 、

に って 機 などが構えられる が られています。

　 は航空 にあ 、 に がる を た周 が

る に します。大砲を し の を うた の を ン

で構築して 、 が している は に が いもので

す。大砲は 20 砲で、 の主砲を したものと考えられます。

戦で した大砲が で している て な 跡です。

辺 の砲台跡（ ）

砲台跡（ ）

①砲台

の砲台跡　砲

辺 の砲台跡

の 射 の砲

大砲の

砲台跡

辺 の砲台跡　

　津堅島南東部の台地端部に位置する標高 30ｍ前後の新川グスクとその 200 ｍ北東に位置するク

ボウグスクに構築された砲台跡群である。この一帯は、クボウグスク周辺の植物群落として勝連町天然記念物と

年には新川・クボウグスクの陣地壕群として、町史

跡として指定され、現在うるま市史跡となっている。今回は、残存している遺構は壕であるが、その開口部の多

くは砲口として考えられるもので、史料からも野砲陣地として位置づけられていることが窺えるので、本報告書

日に中城湾臨時要塞重砲兵連隊第１中隊が配備されてい

たとされ、明確な時期は確定できないが、防衛研究所所蔵の要塞配備図では、西方向に 38式野砲が４基、東方

) 年 4月に、同連隊は独

立混成第 44旅団指揮下に入り、同年 5月には名称も重砲兵第７連隊と改称となり、津堅島の第１中隊はそのま

空襲以後に島の防衛は強化され、重砲兵第７連隊第１

中隊の他、独立混成第 15連隊第１中隊第３小隊、防衛隊津堅独立中隊、補助看護婦、島民女子からなる津堅地 の砲

写真 167　楚辺海岸のトーチカ　米軍海兵隊撮影
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②トーチカ・
銃眼・銃座台
じゅう がん　        じゅう   ざ     だ い
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③陣地壕
じん　ち　ごう

墓
墓

墓

墓墓

墓

墓
墓

墓
墓

墓

　　　　　　　　　  



11

④監視所

⑤戦闘指揮所 ⑥通信所
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　確認されている遺跡…単体 20 ヶ所（４）特攻艇秘匿壕
　陸海軍による小型船舶による特攻作戦に用いた特攻艇を秘匿する壕で
す。全長 10 ～ 20 ｍ、幅２～４ｍ、高さ２～３ｍの直線的な壕が多く、一
定の間隔をあけて数基構築されるものもあります。沖縄戦の特徴的な壕
で、本土各地でもその決戦に備えて多く造られました。

とっ  こう  てい     ひ    と く ご う

　確認されている遺跡…単体３ヶ所（５）学徒隊壕
　日中戦争ごろから、沖縄でも学生（学徒）の勤労動員は始まっており、
米軍の攻撃が始まった 1945（昭和 20）年３月 23 日頃に、訓練を受け
た男子学生は各学校で結成された鉄血勤皇隊などへ、女子学生は主に看
護補助要員として沖縄陸軍病院や各地の野戦病院などに配備されました。
学徒隊壕としたのは、男子学生や教職員が構築もしくは避難した壕です。
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　確認されている遺跡…単体 13 ヶ所、複合３ヶ所（６）病院壕
　1944（昭和 19）年の 10・10 空襲を契機に、これまで地上にあった病院施設が地
下壕に移され、沖縄陸軍病院は南風原に、各師団等の野戦病院壕も各地に造られま
した。1945 年４月以降の戦況悪化に伴い、本島南部の壕に分室が造られたり、第
32 軍が南部へ撤退した５月後半以降には、沖縄陸軍病院も本部、第１～３外科に分
かれて喜屋武半島の壕に分散していきました。

（埋没）

（埋没）

（７）官公庁壕
　県庁や市町村役場等の官公庁では、10・10 空襲などを契機に空襲を書
類保管や職員の避難などを目的として自然洞穴の利用したり、壕の構築を
行いました。

　確認されている遺跡…単体 9 ヶ所、複合 4 ヶ所
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（８）御真影奉護壕 　確認されている遺跡…単体 4 ヶ所、複合 1 ヶ所

　10・10 空襲により、県は御真影奉護のため各地の学校に壕を造らせ
ましたが、1945（昭和 20）年１月には名護市大湿帯の御真影奉護壕に
移動させました。なお、宮古や八重山でもそれぞれ御真影奉護壕を造り、
管轄下の学校のものが集められ保管されました。

ご    し ん え い ほ う   ご    ご う

おおしったい

　確認されている遺跡…単体 407 ヶ所（※現在 408 ヶ所）、複合 38ヶ所（９）住民避難地

①防空壕

　沖縄戦において、住民は10・10空襲以降に屋敷などの防空壕や近く
の自然洞穴に、空襲警報の際などに一時的に避難するようになりました。
自宅から離れて本格的な避難生活は、米軍の上陸が迫った1945（昭和
20）年３月下旬以降に始まりました。これらの住民避難地では、日本

兵によるスパイ嫌疑や食料略奪のため住民への脅迫・虐殺などが行われた
り、地元召集の防衛隊員などから手渡された手りゅう弾などによって住民
が命を絶つという「集団自決」などが起こりました。住民避難地の形態を、
防空壕、自然洞穴、山間部の大きく３つで捉えることができます。
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②自然洞穴
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③山間部

　 の の標高 0 00 の 、 の であ

る いに します。この には、 野 や大 の が

していたという証言があ 、 跡などが されます。ただ、 の

や も分 して 、 28 が していたことから、

本 は が していた と考えられます。な 、 が った も

られ、 のう の は であったとされています。

　本 や 敷 、 などの な があるとこ では、 に し

た もいました。 の では、 屋や の 跡などが され

ているとこ もあ ます。また、 敷 のように が こった や、

などでは の で し だ もいます。

　 は の にある で、標高 0 の を

れる いに られます。 （ 20） 2 の空 に、

の がこの に したとされます。 構としては、 いの に

ように、 で された平 が か られます。 のう 平 は、 8

の空 を し、 跡と考えられる が られ、 屋跡では

ないかと考えられます。

の 跡（ ）

の 跡（ の戦 跡 ）

の 跡　平 １ 　　　　

の 跡　 　　

平

の 跡　 　

の 跡　 構分

跡

　確認されている遺跡…単体 1ヶ所（10）偽陣地

ま はなもう

　大砲などに似せて造られたもので、現存していませんが戦車・飛
行機などに似せた偽兵器も多く造られたようです。

いつわり

　 の の （ ）を 下 す台 に します。 大砲を

えたとされる で られた が って ます。 には、 本 は

配備されて ら 、 や が のた 構築したとされ

ています。

●真鼻毛の偽砲台跡（粟国村）

の 戦 （ ） 機（ ） 砲台（ ）（ ）

　 　　 の 砲台跡　

の 砲台跡　
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　確認されている遺跡…単体 67ヶ所（11）被災痕跡・破壊痕跡

伊江 屋跡の 　

ン の

①被災痕跡 されている 跡

や砲 を た 跡が や 、 などに したものです。

②破壊痕跡
されている 跡 ４

本 は に さ ないように、 ら や な

どを しました。 では、 跡（うるま ）や、

跡（ ）に の 跡が られます。

　屋 の の では、

な ン があったた 、かな

的に 機から機 が まれ、

や ン に の が って

ます。

　 の伊江 の にある

2 （ ） に られた 屋に

の や された が られます。

、 本 の での であった

が、後 する が られることか

ら、 との上 戦で されたものと

われます。

　 となっている の である に られる

2 の 、 さ の で、 は が まって

のようになっています。 による 砲や による と言われて

ます。

跡（ ）跡（うるま ）

屋跡の （伊江 ） の ン の （ ） の （ ）

の 　

ひ　さい   こ ん せ き　           は     か い こ ん せ き

う たき

　確認されている遺跡…単体 1ヶ所（12）収容所
　米軍は、慶良間諸島に上陸した 1945年３月 26日に、南西諸島に
おける日本政府の全施政権を停止し米軍政府の管理下におくことを
宣言しました（ニミッツ布告）。それにより、沖縄本島の上陸戦を進
めながら、各地に収容所も設置していくことになりました。その内、
現在の宜野座村域では４月５日から収容所が造られ、様々な施設が
見られ非常に大規模なものでした。宜野座村では、村内にあった収
容所の共同墓地の埋葬者について遺骨収集を行い、その記録を村指
定文化財としています。
　現在、明確な収容所跡として確認されているのは、名護市の大浦
崎収容所跡のみです。

　 ン に いて、 の分 で、大

跡とされる で、 で された平 などが されています。

大 跡

　 野 の 資料（ 野 8 よ ）

大 の （ よ ）

き による大 の 配 （ 20 よ ）

大 跡 構分
（ 20 よ ）

収容所の遺構が確認
された範囲

伊江
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　戦争遺跡の発掘調査
　沖縄県では、1985（昭和 60）年の西原町教育委員会による西原村役場壕の調査を皮切りに、2013（平
成 25）年度までに 31 件の戦争遺跡の発掘調査が行われてきました。これらの多くは、開発の事前
に行われる調査で、調査が行われないまま破壊されてしまった遺跡も多くあったものと思われます。
戦争遺跡を含め、文化財保護法ではその土地の所有者など関係者の協力をもとに、発掘調査を行う
こととなります。

第７表　教育委員会実施・文化財保護法に基づく発掘調査等開発対応一覧

きた。

　一方、保存を図る目的で実施される確認調査ではまだ少ないが、先述の沖縄陸軍病院壕南風原群が先駆的な事

例である。確認調査が開発に先行して行われることでよりスムーズな保存・調整が可能になると思われる。工事

立会は少しずつ増加しており、これまで行政側に認識されることになく破壊されていった事例もあったことから

考えると、戦争遺跡における埋蔵文化財としての手続きを広く周知させていくことが必要であろう。

　県の取り組みとしては、県文化課（当時）・当センターが 1998 ～ 2005（平成 10 ～ 17）年度にわたって県

324

教育委員会実施・文化財保護法に基づく発掘調査等開発対応一覧
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　戦争遺跡の文化財指定
　戦争遺跡の文化財指定は、1990（平成 2）年の南風原町の沖縄陸軍病院南風原壕群が全国的に初
めてのものとされます。沖縄県では、それ以前に指定されたものでも戦争遺跡と考えられるものを
含むと、17 件の市町村指定文化財と、１件の国登録記念物があります。現時点では、県による文化
財指定はありません。今後、今回の調査及び報告書をもとに、戦争遺跡の文化財指定を含めた保存
が進んでいくことが望まれます。

３　戦争遺跡における文化財指定の現状と方向性

　先述のように、沖縄県では南風原町が全国に先駆けて、戦争遺跡として「南風原陸軍病院壕」の名称で史跡指

定を行った。その後、2014（平成 26）年度現在まで 17遺跡が市町村文化財の主に史跡に指定され、１遺跡が

国の登録記念物となっている（第８表）。戦争遺跡の文化財指定における現状を整理し、委員会の議論を踏まえ

てその方向性をまとめたい。

第８表　沖縄県内戦争遺跡指定文化財一覧

326

沖縄県内戦争遺跡指定文化財一覧
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沖縄県の戦争遺跡に関する年表
1879 年　明治政府は軍隊と警察官を派遣して琉球藩を廃止し沖縄県設置（琉球処分）

1896 年　首里城に配備されていた熊本鎮台分遣隊が撤退

             　中城湾海軍需品支庫が建設

　　　　  鹿児島－沖縄－台湾間の電信建設の為海底線陸揚室・通信所が建設

1898 年　沖縄県に徴兵令施行

1904 年　海上監視のための海軍望楼が建設

　　　　大正期から昭和初期にかけて、忠魂碑・奉安殿などの記念碑が多く造られる

1933 年　小禄（那覇市）、平喜名（石垣市）に海軍飛行場が建設

1941 年　中城湾と船浮（西表島）に臨時要塞が建設

　　　　陸軍のマレー半島奇襲、陸軍による真珠湾攻撃（12月 8日　太平洋戦争開始）

　　　　このころ、沖縄県県警が管轄する防空監視哨が県内に 11カ所建設

1942 年　日本軍はビルマ・香港・東インド・フィリピンなどを占領（１～５月）

　　　　 ミッドウェー海戦、ソロモン諸島で敗戦（７月～）

1943 年　陸軍による沖縄北（読谷）飛行場、伊江島飛行場などが建設開始（３月～）

　　　　「学徒戦時動員体制確立要綱」の閣議決定（６月）

　　　　大本営による絶対国防圏（※）の設定し、御前会議で承認

　　　　※千島・小笠原・マリアナ・カロリン・西ニューギニア・ビルマを防衛ラインとする

1944 年　米軍による日本軍の太平洋の拠点であるトラック諸島を急襲（２月）

　　　　南西諸島防衛のため第 32軍を創設（３月 22日）

　　　　マリアナ諸島が米軍による攻撃を受け、サイパンが陥落（６～８月）

　　　　第９・24・62師団を沖縄本島、宮古に第 28師団など第 32軍増強（７月～）

　　　　フィリピンのレイテ沖、ペリリュー島などで敗戦（10～ 12月）

　           南西諸島全域で大空襲（10・10空襲）　

　　　　第９師団が台湾へ抽出され（12月）、以後第 32軍の部隊配備が大きく変更

1945 年　米軍はルソン島上陸（１月）　硫黄島の敗戦（２～３月）

　　　　米軍による南西諸島への空襲・艦砲が始まり、慶良間諸島へ上陸（３月 26日）

　　　　以後、米軍政府は南西諸島を管理下におくこと宣言（ニミッツ布告）

　　　　米軍の沖縄本島上陸（４月１日）　米軍の津堅島上陸（４月 10日）

　　　　米軍の本部半島制圧（４月 16日）　伊江島の日本軍壊滅（４月 21日）

　　　　前田高地（浦添市）一帯で日本軍は総攻撃を行い失敗（５月３～５日）

　　　　第 32軍司令部は本島南部の摩文仁（糸満市）に撤退（５月 27～ 29日）

　　　　海軍沖縄方面根拠地隊が小禄一帯で壊滅（６月 13日）

　　　　第 32軍牛島司令官・長参謀長が自決し、組織的戦闘終了（６月 23日）

　　　　沖縄県立石川高等学校の開校（７月 30日）　米軍の本島北部の掃討戦終了（８月４日）

　　　　米軍の広島・長崎へ原爆投下（８月６・９日）　
　　　　日本政府はポツダム宣言を受諾し、天皇はラジオ放送で戦争終結を発表（８月 14・15日）

　　　　日本政府は米艦ミズーリ号で降伏文書に調印（９月２日）

　　　　第 28師団納見司令官を南西諸島の日本軍を代表とし、米軍との降伏文書調印（９月７日）

３　戦争遺跡における文化財指定の現状と方向性

　先述のように、沖縄県では南風原町が全国に先駆けて、戦争遺跡として「南風原陸軍病院壕」の名称で史跡指

定を行った。その後、2014（平成 26）年度現在まで 17遺跡が市町村文化財の主に史跡に指定され、１遺跡が

国の登録記念物となっている（第８表）。戦争遺跡の文化財指定における現状を整理し、委員会の議論を踏まえ

てその方向性をまとめたい。

第８表　沖縄県内戦争遺跡指定文化財一覧

326
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米軍進攻図
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第３２軍主要部隊配置図（1945 年３月末の段階）
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44

4 根路銘の防空壕跡群 住民避難地 人工壕

1

2

6

アハシャガマ

公益質屋跡の弾痕

ミンカザント（紀元２千
六百年記念）

戦争に関連
する施設・記
念碑

住民避難地

被災痕跡 建造物

建造物

自然洞穴

戦争遺跡分布図（1）

国頭村・大宜味村・東村・伊江村

1

6

2
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戦争遺跡分布図（2）

今帰仁村・名護市・本部町・宜野座村

3
4

1

17
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16
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戦争遺跡分布図（3）

うるま市・金武町・恩納村

3

13

13

16

3
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戦争遺跡分布図（4）

読谷村・嘉手納町・沖縄市・うるま市
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6

10

4

8

8
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56
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3

4

戦争遺跡分布図（5）

北谷町・宜野湾市・中城村・北中城村・西原町

4

5

4

52
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戦争遺跡分布図（6）

浦添市・那覇市
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9

7
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44

戦争遺跡分布図（7）

豊見城市・与那原町・南城市・南風原町

7

5

1

1
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アガタヌメーガマ

119

86

アガタヌメーガマ
住民避難地区・自然洞穴
（2015年６月追加）

戦争遺跡分布図（8）

南城市・八重瀬町

7

11

65
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133

134,

136

135

※国旗掲揚台も含まれる※国旗掲揚台も含まれる

戦争遺跡分布図（9）

糸満市

7
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7

8
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戦争遺跡分布図（10）

北大東村・南大東村・渡名喜村・渡嘉敷村・座間味村

5

5

1

4

1614

4
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戦争遺跡分布図（11）

伊平屋村・伊是名村・粟国村・久米島町・宮古島市・多良間村

9
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20
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戦争遺跡分布図（12）

宮古島市

1
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戦争遺跡分布図（13）

石垣市

5
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戦争遺跡分布図（14）

石垣市
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戦争遺跡分布図（15）

竹富町
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50
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戦争遺跡分布図（16）

竹富町・与那国町

7.　図録で取り上げた戦争遺跡は青字で示した。

※報告書を刊行した 2015 年３月時点では、1,076 ヶ所であったが、当センター 2001 年刊行『戦争遺跡詳細 
   分布調査編（Ⅰ）－南部編－』で掲載したアガタヌメーガマ（南城市、旧玉城）が分布図より抜けていたこ
   とを同年６月に気付いた。そのため、これを追加すると 1,077 ヶ所となる。



平敷屋砲台跡（上：復元模型　下：砲台４周辺伐採後）

【平敷屋砲台跡復元模型　(20 分の１)】

　平敷屋砲台跡でどのような大砲が配備されたのかは資料や証言などからはわ

かっています。砲床に特徴的な５本の溝があることなどから、５本の砲脚がある

88 式７センチ野戦高射砲を配備することを意識して構築されたものと考えられま

す。この大砲は主に航空機を標的にしていたようです。

へしきやほうだい
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沖縄県立埋蔵文化財センター
〒903-0125　沖縄県中頭郡西原町字上原 193-7

TEL  098-835-8751   FAX  098-835-8754

HP　http://www.pref.okinawa.jp/edu
入場無料

開所時間 ： 午前９時～午後５時 （入所は午後４時３０分まで）

休　　   所 ： 毎週月曜日、 年末年始
　　　　　　　　　　国民の祝日 （こどもの日、 文化の日を除く）、 慰霊の日 （6 月 23 日）

　　　　　　　　　　※月曜日が祝日となった時は、 翌日の火曜日も休所

　　　　　　　　　　その他、 臨時休所あり

交　　　　通 ： 沖縄自動車道西原 IC より車で約 10 分

　　　　　　　　　　市外線バスターミナル発 那覇バス 97 番 「琉大附属病院前」 下車徒歩 3 分

沖縄県立埋蔵文化財センター 企画展　

発掘調査速報展２０１５　別巻

沖縄県立埋蔵文化財センター

沖縄県の戦争遺跡
沖縄県戦争遺跡詳細確認調査の成果
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